
３Ｄリボンのない変造100ドル券

1.全体写真
当該変造券は窓開き
埋設仕様の樹脂製３
Ｄリボン(ホログラム)が
抜き取られたもので、言
わば変造券と言える。
樹脂製の３Ｄリボン
はなく靑地の用紙が直
に見えるため、偽造券と
誤認したと思われる。

2.何故３Ｄリボンがないの
か
あくまで推定であるが、
除去した樹脂製３Ｄリ
ボンを例えばカラーコ
ピーで作った偽造券に
貼るなどして高精度化
しようとした可能性が考
えられる。

3.ホログラム(表面)
３Ｄリボンのホログラム
は樹脂パーツが抜き取
られ再現されていない。
用紙が縦方向に鋭利
な刃物で切られた痕跡
が見られる。

4.結論
ＬＬ～ではじまる当
該紙幣は真正券であり、
３Ｄリボンの樹脂パー
ツが抜き取られたため、
アニメ状に模様が動くよ
うに見えなくなり、その結
果偽造券と暫定的に
判断した。製造工程で
欠落したものではない。

発見日時と場所
2017年12月2日 大阪市中央区
真正券であるものの３Ｄリボンのアニメが動かない。
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